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ち
ょ
っ
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一
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副団長・第４９普通科連隊長着任
経
歴

経
歴

副団長
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第４９普通科連隊長
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第
三
〇
普
通
科
連
隊

（
新
発
田
）

幹
部
学
校

（
目

黒
）

第
十
四
普
通
科
連
隊

（
金

沢
）

中
部
方
面
総
監
部
防
衛
部

（
伊

丹
）

第
五
次
ゴ
ラ
ン
高
原
輸
送
隊
長
（
ゴ
ラ
ン
）

陸
上
幕
僚
監
部
防
衛
部

（
市
ヶ
谷
）

陸
上
幕
僚
監
部
装
備
部

（
市
ヶ
谷
）

研
究
本
部

（
朝

霞
）

東
北
方
面
総
監
部
防
衛
部

（
仙

台
）

幹
部
学
校

（
目

黒
）

陸
上
幕
僚
監
部
付

〈
総
務
省
出
向
〉
（
霞
ヶ
関
）

第
三
六
普
通
科
連
隊
長

（
伊

丹
）

三
重
地
方
協
力
本
部
長

（
三

重
）

西
方
指
揮
所
訓
練
支
援
隊
長

（
健

軍
）

幹
部
学
校
教
官

（
目

黒
）

第
三
五
普
通
科
連
隊

（
守

山
）

第
一
一
六
教
育
大
隊

（
久

居
）

第
三
五
普
通
科
連
隊

（
守

山
）

第
十
師
団
司
令
部
第
三
部

（
守

山
）

中
部
方
面
総
監
部
総
務
部

（
伊

丹
）

富
士
学
校

（
富

士
）

西
部
方
面
普
通
科
連
隊

（
相

浦
）

第
十
師
団
司
令
部
第
一
部

（
守

山
）

陸
上
幕
僚
監
部
防
衛
部

（
市
ヶ
谷
）

陸
上
幕
僚
監
部
運
用
支
援
・
情
報
部

（
市
ヶ
谷
）

富
士
学
校
普
通
科
部

（
富

士
）

第
三
九
普
通
科
連
隊

（
弘

前
）

ハ
イ
チ
派
遣
国
際
救
援
隊

（
ハ
イ
チ
）

中
部
方
面
総
監
部
人
事
部

（
伊

丹
）

北
部
方
面
総
監
部
人
事
部

（
札

幌
）

人
が
生
活
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
様
々
な
苦
難
に
遭
遇
し
ま
す
。

私
自
身
、
三
〇
年
有
余
の
自
衛
隊
生
活
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、

本
当
に
様
々
な
苦
難
が
あ
っ
た
と
、
そ
し
て
そ
れ
ら
を
よ
く
乗
り

越
え
る
こ
と
が
で
き
た
も
の
だ
と
、
自
分
の
事
な
が
ら
感
心
し
ま

す
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
は
自
分
の
み
で
超
え
る
こ
と
が
で
き
た
の

で
は
な
く
、
そ
の
時
に
出
会
っ
た
先
輩
、
同
僚
、
そ
し
て
部
下
た

ち
の
支
援
や
協
力
に
よ
り
乗
り
越
え
る
こ
と
が
で
き
た
も
の
で
、

今
考
え
て
も
、
本
当
に
感
謝
の
一
念
で
す
。

困
難
や
苦
難
は
、
会
わ
な
い
こ
と
が
一
番
で
す
。
し
か
し
、
前

述
し
た
と
お
り
、
実
際
に
は
様
々
な
困
難
や
苦
難
に
遭
遇
し
、
そ

の
時
、
人
は
辛
く
な
り
ま
す
。
現
に
私
も
辛
い
思
い
を
何
度
も
し

て
い
ま
す
。

そ
れ
で
は
、
辛
い
時
に
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
で
し
ょ
う
か
？

辛
い
こ
と
か
ら
逃
げ
る
、
辛
い
こ
と
を
考
え
な
い
よ
う
に
す
る
。

一
般
的
に
は
、
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
方
策
に
よ
っ
て
、
辛
い
こ
と
を
解

消
す
る
と
い
う
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
こ
で
、

一
つ
考
え
て
み
て
下
さ
い
。
辛
い
こ
と
を
幸
せ
に
変
え
る
こ
と
が

で
き
な
い
も
の
か
と
。
実
は
そ
れ
は
漢
字
が
ヒ
ン
ト
を
与
え
て
く

れ
て
い
ま
す
。

そ
う
で
す
、
「
辛
」
と
い
う
漢
字
の
「
な
べ
ぶ
た
」
に
「
一
」

を
加
え
る
と
「
幸
」
と
い
う
漢
字
に
な
る
の
で
す
。
す
な
わ
ち
、

苦
難
に
遭
遇
し
、
「
辛
い
」
と
感
じ
た
時
に
は
、
そ
こ
か
ら
逃
げ

て
減
ら
そ
う
と
す
る
の
で
は
な
く
、
苦
難
を
受
け
入
れ
て
、
前
向

き
に
何
か
の
対
策
を
加
え
る
。

そ
れ
は
沢
山
の
こ
と
で
は
な
く
、
何
か
「
一
つ
」
前
向
き
に
加

え
る
こ
と
に
よ
り
「
幸
せ
」
に
な
れ
る
こ
と
を
暗
示
し
て
く
れ
て

い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

言
葉
で
い
う
こ
と
は
簡
単
で
す
。
で
も
実
際
に
行
う
こ
と
は
大

変
だ
と
思
い
ま
す
。
「
致
知
」
と
い
う
月
刊
誌
に
「
与
え
ら
れ
た

こ
と
は
、
ど
ん
な
苦
し
い
、
意
に
沿
わ
な
い
こ
と
で
も
め
げ
ち
ゃ

い
け
な
い
。
焼
け
火
箸
を
握
り
し
め
て
離
さ
な
い
稽
古
を
す
る
こ

と
、
そ
れ
が
生
き
る
と
い
う
こ
と
だ
」
と
い
う
一
節
が
あ
り
ま
し

た
。
私
は
、
こ
の
一
節
が
好
き
で
、
辛
い
と
き
は
思
い
出
し
な
が

ら
、
何
と
か
乗
り
越
え
て
来
ま
し
た
。

今
回
の
「
ち
ょ
っ
と
一
服
」
は
、
「
ち
ょ
っ
と
重
い
一
服
」
に

な
り
ま
し
た
が
、
皆
さ
ん
が
「
幸
せ
」
を
少
し
で
も
多
く
感
じ
ら

れ
る
こ
と
を
祈
念
し
、
筆
を
置
き
た
い
と
思
い
ま
す
。



第２５号 か け は し （２）

第
四
十
七
普
通
科
連
隊

第
四
十
七
普
通
科
連
隊

写真

連
隊
は
、
平
成
二
十
七
年
九
月
二

十
四
日
か
ら
二
十
六
日
ま
で
の
間
、

あ
い
ば
野
演
習
場
に
お
い
て
第
三
次

連
隊
野
営
訓
練
（
常
備
自
衛
官
一
四

一
名
、
即
応
予
備
自
衛
官
四
六
名
、

支
援
部
隊
一
二
名
）
を
実
施
し
た
。

本
訓
練
で
は
、
重
迫
撃
砲
中
隊
実
射

検
閲
、
81
㍉
迫
撃
砲
射
撃
、
87
式
対

戦
車
誘
導
弾
射
撃
を
行
っ
た
。
重
迫

中
隊
実
射
検
閲
に
お
い
て
は
、
中
隊

長

一
等
陸
尉
古
川
哲
也
指
揮
の
下

「
敵
を
意
識
せ
よ
」
「
一
生
懸
命
」

を
合
言
葉
に
陣
地
地
域
に
速
や
か
に

進
入
し
防
御
準
備
を
推
進
し
、
一
連

の
状
況
下
で
重
迫
撃
砲
射
撃
を
実
施

し
た
。
こ
の
ほ
か
、
七
月
に
射
撃
で

き
な
か
っ
た
81
㍉
迫
撃
砲
射
撃
、
ま

た
87
式
対
戦
車
誘
導
弾
射
撃
を
一
部

即
応
予
備
自
衛
官
と
と
も
に
実
施
し

た
。即

応
予
備
自
衛
官
は
年
間
三
十
日

と
限
ら
れ
た
中
で
検
閲
、
各
射
撃
と

も
遺
憾
な
く
発
揮
し
そ
れ
ぞ
れ
の
任

務
を
完
遂
し
た
。

連隊観測所での目標地域の確認

射撃準備

弾薬装填準備

８１㍉迫撃砲夜間射撃

ＬＡＶ展示

バイク展示

担架班班長として負傷隊員を救助する橋本２曹

平
成
二
十
七
年
七
月
十
一
日
、
福
山
市
の

ハ
ッ
ピ
ー
タ
ウ
ン
天
満
屋
の
野
外
展
示
場
に

お
い
て
広
島
地
方
協
力
実
施
福
山
地
域
事
務

所
が
す
る
装
備
品
展
示
、
オ
ー
ト
バ
イ
一
両
、

軽
装
甲
機
動
車
（
Ｌ
Ａ
Ｖ
）
を
支
援
し
た
。

ふ
れ
愛
！

連
隊
は
、
平
成
二
十
七
年

八
月
二
十
四
日
か
ら
九
月
十

八
日
ま
で
の
間
、
第
十
三
旅

団
が
実
施
す
る
補
助
担
架
員

集
合
教
育
に
第
三
中
隊
橋
本

二
曹
と
第
二
中
隊
柏
田
三
曹

の
二
名
が
参
加
し
た
。
本
訓

練
は
、
海
田
市
駐
屯
地
に
お

い
て
、
心
肺
蘇
生
法
、
三
角

巾
副
子
固
定
法
、
戦
闘
衛
生

及
び
救
急
車
・
ヘ
リ
へ
の
搭

載
・
卸
下
等
基
礎
事
項
を
、

ま
た
原
村
演
習
場
に
お
い
て

総
合
訓
練
が
実
施
さ
れ
た
。

総
合
訓
練
で
は
、
学
生
長
で

も
あ
る
橋
本
二
曹
が
担
架
班

班
長
と
し
て
、
攻
撃
戦
闘
時

で
の
一
連
の
状
況
下
で
積
極

果
敢
に
負
傷
隊
員
を
救
助
し

所
望
の
成
果
を
収
め
た
。

併
せ
え
て
、
会
場
で

は
、
自
衛
隊
の
活
動

写
真
や
携
行
食
も
展

示
さ
れ
見
学
者
の
関

心
を
集
め
、
「
自
衛

隊
の
活
動
の
大
変
さ

を
知
る
こ
と
が
で
き

て
よ
か
っ
た
」
と
感

想
等
が
あ
り
所
期
の

支
援
を
達
成
す
る
こ

と
が
で
き
た
。



か け は し第２５号

第
四
十
九
普
通
科
連
隊

（３）

新生４９連隊の指揮官・幕僚

連
隊
は
七
月
三
十
一
日
、
豊
川
駐
屯
地
に
お

い
て
最
先
任
上
級
曹
長
交
代
式
を
執
り
行
っ
た
。

交
代
式
は
、
各
中
隊
先
任
上
級
曹
長
以
下
准

尉
・
陸
曹
全
員
が
参
列
す
る
な
か
、
当
初
下
番

最
先
任
上
級
曹
長
（
鈴
木
准
尉
）
に
対
す
る
連

隊
長
表
彰
及
び
職
名
札
返
納
が
行
わ
れ
、
引
き

続
き
上
番
最
先
任
上
級
曹
長
（
山
下
准
尉
）
に

対
す
る
連
隊
長
か
ら
の
命
下
及
び
職
名
札
授
与

が
行
わ
れ
た
。

交
代
式
に
お
い
て
山
下
准
尉
は
、
「
上
意
下

達
・
下
意
上
達
の
実
践
に
努
め
る
と
と
も
に
、

第４代最先任上級曹長
山下剛資 准陸尉

連
隊
は
、
第
四
次

即
応
予
備
自
衛
官
招

集
訓
練
に
お
い
て
七

月
六
日
か
ら
十
一
日

ま
で
の
間
、
第
二
次

連
隊
野
営
（
あ
い
ば

野
演
習
場
）
を
実
施

し
た
。

野
営
間
、
81

ミ
リ

及
び
重
迫
撃
砲
の
部

隊
射
撃
、
87

式
対
戦

車
誘
導
弾
、
個
人
携

帯
対
戦
車
弾
、
対
人

狙
撃
銃
の
戦
闘
射
撃

を
行
う
と
と
も
に
、

基
礎
と
な
る
部
隊
以

下
の
訓
練
を
実
施
し

て
、
そ
れ
ぞ
れ
練
度

向
上
を
図
っ
た
。
こ

の
間
、
関
係
地
方
協

力
本
部
と
連
携
し
、

本
招
集
訓
練
を
即
応

予
備
自
衛
官
雇
用
企

業
主
等
に
対
し
公
開

し
た
。

雇用企業主等への訓練公開

着任式隊内巡視

幹部挨拶

個人携帯対戦車弾車上射撃

基
本
基
礎
の
徹
底
と

情
報
の
共
有
に
よ
る

訓
練
・
服
務
の
充
実

に
寄
与
し
た
い
」
と

所
信
を
述
べ
、
准
曹

団
一
丸
と
な
っ
て
連

隊
の
更
な
る
精
強
化

に
邁
進
す
る
こ
と
を

誓
っ
た
。

第
六
代
連
隊
長

押
川
一
佐
は
平

成
二
十
五
年
三
月
着
任
以
来
、
二
年

四
ヶ
月
に
わ
た
り
連
隊
の
精
強
化
に

尽
力
し
、
増
強
改
編
を
は
じ
め
数
多

く
の
功
績
を
残
し
た
。
七
月
三
十
一

日
、
離
任
式
及
び
駐
屯
地
転
出
者
紹

駐屯地を離隊する押川１佐

介
行
事
に

お
い
て
隊

員
に
最
後

の
別
れ
を

告
げ
、
駐

屯
地
隊
員

が
見
送
る

な
か
豊
川

駐
屯
地
を

後
に
し
た
。

連
隊
は
八
月
三
日
、
豊
川
駐
屯
地
に
お
い
て
中
部
方
面
混
成
団
長

（
深
田
一
佐
）
立
会
の
も
と
、
第
七
代
連
隊
長

茅
野

剛
也
（
か
や

の

ご
う
や
）
一
等
陸
佐
の
着
任
式
を
執
り
行
っ
た
。

着
任
式
に
お
い
て
茅
野
連
隊
長
は
、

昨
今
の
国
内
外
情
勢
及
び
連

隊
の
任
務
を
踏
ま
え
、
『
即
応
』
『
錬
磨
』
の
二
点
を
要
望
、
「
如
何

な
る
任
務
を
与
え
ら
れ
よ
う
と
も
即
応
す
べ
く
、
自
衛
官
・
即
応
予
備

自
衛
官
が
一
丸
と
な
っ
て
創
意
を
尽
く
し
て
訓
練
に
邁
進
し
、
い
ざ
と

い
う
時
に
急
速
に
増
強
す
る
戦
力
と
し
て
実
力
を
維
持
・
増
進
す
る
た

め
日
々
錬
磨
に
努
め
よ
」
と
隊
員
を
鼓
舞
、
新
生
「
四
十
九
連
隊
」
は

新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
。

連隊長訓練視察

本
年
度
の
訓
練
公
開

は
七
日
か
ら
十
日
の
四

日
間
設
定
、
十
一
府
県

内
か
ら
三
十
八
社
五
十

七
名
が
参
加
し
、
各
種

射
撃
・
訓
練
な
ど
を
見

学
、
即
応
予
備
自
衛
官

制
度
に
対
す
る
理
解
促

進
及
び
即
応
予
備
自
衛

官
の
出
頭
環
境
向
上
を

図
っ
た
。

ま
た
、
第
五
次
招
集

訓
練
（
八
月
十
九
日
か

ら
三
十
一
日
ま
で
の

間
）
で
は
、
茅
野
連
隊

長
に
よ
る
着
任
後
初
め

て
の
各
出
頭
駐
屯
地
の

施
設
確
認
及
び
訓
練
視

察
を
行
っ
た
。



第２５号 か け は し （４）

第

四

陸

曹

教

育

隊

十
期
中
曹

第
四
陸
曹
教
育
隊

十
一
期
中
曹

隊

炊

事

教

育
炊事教育

九
期
中
曹

十
二
期
中
曹

四
百
五
十
三
名
が
教
育
に
参
加

隊
は
、
九
月
十
四
日
（
火
）
駐
屯
地
応
急
対

処
訓
練
に
合
わ
せ
炊
事
教
育
を
実
施
し
た
。

隊
に
は
、
最
新
の
炊
事
車
（
野
外
炊
具
一
号

（
二
十
二
改
）
）
が
装
備
さ
れ
て
い
る
が
、
旧

型
（
手
動
式
）
し
か
知
ら
な
い
隊
員
や
炊
事
車

そ
の
も
の
を
知
ら
な
い
隊
員
が
い
る
た
め
、
災

害
発
生
時
等
に
お
い
て
も
全
員
が
使
用
で
き
る

よ
う
普
及
に
努
め
た
。

第
四
陸
曹
教
育
隊
（
隊
長

中
山
一
陸
佐
）
は
、
平
成
二
十
六
年
度
よ
り
教

育
を
担
任
す
る
事
と
な
っ
た
中
級
陸
曹
集
合
教
育
（
中
曹
）
を
今
年
度
も
、
六

月
二
十
八
日
か
ら
十
月
十
三
日
ま
で
の
間
、
計
四
個
期
実
施
し
た
。

九
期
～
十
二
期
の
中
曹
で
は
中
部
方
面
隊
に
所
属
す
る
新
進
気
鋭
の
中
級
陸

曹
達
が
、
今
年
の
夏
も
猛
暑
の
中
、
大
津
駐
屯
地
に
集
ま
り
、
年
令
・
職
種
・

性
別
に
関
わ
ら
ず
、
服
務
・
防
衛
教
養
・
戦
術
等
の
座
学
、
戦
闘
訓
練
、
各
種

指
導
法
の
教
育
を
受
け
た
。

隊
員
達
は
開
始
式
に
て
第
四
陸
曹
教
育
隊
長
が
式
辞
で
述
べ
ら
れ
た
「
俺
を

見
よ
、
俺
に
続
け
と
い
う
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
で
き
る
が
ご
と
く
自
ら
鍛

え
よ
」
の
言
葉
通
り
、
課
業
外
の
体
力
練
成
や
膨
大
な
課
目
の
事
前
課
題
を
こ

な
し
、
最
後
は
演
習
場
に
て
一
夜
二
日
の
総
合
訓
練
に
参
加
し
た
。

総
合
訓
練
に
お
い
て
は
、
戦
闘
職
種
の
隊
員
は
い
き
い
き
と
、
後
方
職
種
の

隊
員
は
候
補
生
時
代
を
思
い
起
こ
し
な
が
ら
、
徒
歩
行
進
か
ら
攻
撃
ま
で
の
一

連
の
行
動
を
実
施
し
訓
練
を
終
了
し
た
。

隊
員
達
は
終
了
後
の
武
器
等
の
整
備
、
部
屋
等
の
清
掃
を
実
施
し
、
又
最
後

に
宴
会
に
て
教
育
の
思
い
出
を
語
り
、
再
会
を
誓
い
合
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
部
隊

へ
と
帰
隊
し
て
い
っ
た
。



第２５号 か け は し（５）

第
一
〇
九
教
育
大
隊

戦闘訓練を実施する予備自衛官補

写真

写真

基本教練の指導を受ける予備自衛官補

予
備
自
衛
官
等
訓
練
開
始

第
一
〇
九
教
育
大
隊
（
大
隊
長

佐
伯

二
陸
佐
）
は
、
七
月
十
八
日
か
ら
平
成
二

十
七
年
度
予
備
自
衛
官
招
集
訓
練
（
約
一

七
〇
名
）
及
び
予
備
自
衛
官
補
招
集
教
育

訓
練
（
約
一
四
二
〇
名
）
の
担
任
を
開
始

し
た
。
こ
の
訓
練
に
携
わ
る
各
中
隊
の
基

幹
隊
員
は
新
入
隊
員
教
育
で
培
っ
た
経
験

を
活
か
し
、
厳
し
く
も
懇
切
丁
寧
に
愛
情

を
持
っ
た
指
導
で
隊
員
に
接
し
、
体
調
管

理
面
等
も
十
分
に
留
意
し
な
が
ら
招
集
訓

練
を
進
め
て
い
る
。

こ
れ
か
ら
も
大
隊
は
、
活
気
に
溢
れ
か

つ
、
緊
張
感
の
あ
る
教
育
訓
練
を
目
指
し

熱
意
と
信
念
を
も
っ
て
、
教
育
訓
練
に
取

り
組
む
所
存
で
あ
る
。

平
成
二
十
七
年
度

大
隊
持
続
走
競
技
会
実
施

大
隊
は
九
月
五
日
に
、
平
成
二
十
七

年
度
持
続
走
競
技
会
を
実
施
し
た
。
隊

員
は
任
務
達
成
に
必
要
な
体
力
の
向
上

に
前
向
き
に
日
頃
か
ら
取
り
組
ん
で
お

り
今
競
技
会
で
は
、
そ
の
成
果
を
遺
憾

な
く
発
揮
し
て
い
た
。

優

勝

第
三
一
六
共
通
教
育
中
隊

準
優
勝

第
三
一
五
共
通
教
育
中
隊

今
後
、
更
な
る
体
力
の
向
上
に
努
め

る
と
と
も
に
、
今
競
技
会
で
の
成
果
を

発
揮
し
て
、
今
年
度
の
団
持
続
走
競
技

会
で
優
勝
旗
奪
還
を
狙
う
。

予備自衛官補訓練開始式

個人の部 優勝 尾﨑３曹

日頃の練成成果を最大限に発揮しめざせ大隊優勝旗！



か け は し第２５号 （６）

第
一
一
〇
教
育
大
隊

第
一
一
〇
教
育
大
隊
（
大
隊
長

増
田
二
陸
佐
）
は
、
九
月
十
五
日
か
ら
十
八
日
ま

で
の
間
、
混
成
団
本
部
が
実
施
す
る
総
合
隊
務
視
察
を
受
察
し
た
。

情
報
管
理
・
物
品
管
理
検
査
の
受
検
、
人
事
、
教
育
訓
練
等
の
業
務
に
関
す
る
指
導

受
け
と
と
も
に
、
状
況
報
告
、
隊
内
巡
視
に
よ
り
隊
務
の
状
況
を
確
認
し
て
頂
い
た
。

ま
た
懇
談
に
お
い
て
は
、
団
長
、
団
最
先
任
上
級
曹
長
に
隊
員
の
声
を
直
接
お
聞
き
頂

い
た
。

各
種
検
査
の
指
摘
事
項
等
を
資
と
し
、
団
長
要
望
事
項
「
凡
事
徹
底
」
の
意
識
を

持
っ
て
、
更
に
合
規
適
正
か
つ
創
意
あ
る
隊
務
の
運
営
に
努
め
て
い
く
。

職種訓練（通信）

予
備
自
衛
官
（
技
能
）
招
集
訓
練

隊内巡視

団最先任上級曹長との懇談

団長訓話

九
月
二
十
四
日
か
ら
二
十
八
日
ま
で
の

間
、
予
備
自
衛
官
（
技
能
）
招
集
訓
練
を

第
三
三
三
共
通
教
育
中
隊
が
担
任
し
て
実

施
し
た
。
予
備
自
衛
官
（
技
能
）
十
六
名

は
、
体
力
検
査
、
射
撃
検
定
、
職
種
訓
練

等
を
実
施
し
、
知
識
と
技
能
の
維
持
向
上

に
努
め
た
。

ま
た
二
十
五
日
に
は
、
団
長
か
ら
訓
話

を
頂
き
、
予
備
自
衛
官
（
技
能
）
は
、
真

剣
に
耳
を
傾
け
て
い
た
。

物品管理検査

情報管理検査

所見開陳 状況報告

感
謝
状
受
賞

平
成
二
十
七
年
九
月
十
二
日
、
第
一
一

〇
教
育
大
隊
教
友
会
（
Ｏ
Ｂ
主
体
の
後
援

会
的
組
織
）
の
名
誉
顧
問
竹
本
隆
好
氏
が
、

中
部
方
面
総
監
感
謝
状
を
受
賞
さ
れ
ま
し

た
。教

友
会
の
会
長
等
と
し
て
、
長
年
に
わ

た
り
隊
員
の
士
気
高
揚
に
大
き
な
貢
献
を

さ
れ
た
功
績
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、

ま
た
、
教
友
会
か
ら
の
初
の
受
賞
を
大
変

嬉
し
く
思
い
ま
す
。

年末もちつき行事における竹本氏 竹本隆好氏

団

総

合

隊

務

視

察


